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令 和 元年 度 第 ２ 回  柏 市史 編 さ ん 委 員 会  次 第  

 

                           日 時 ： 令 和元 年 １ ２ 月 ２ ０ 日（ 金 ）  

             午 前 １ ０時  

           場 所 ： 柏 市 役 所 沼南 庁 舎 ５ 階 ５ ０ １会 議 室  

 

１  開   会  

 

２  生涯 学 習 部 長 挨 拶  

 

３  正副 委 員 長 選 出  

 

４  報告 事 項  

（ １ ）令 和 元 年 度 事 業 中間 報 告 及 び 今 後 の事 業 計 画 に つ い て  

  （２ ） 柏 市 史 編 さ ん 刊 行 計 画 （「（ 仮 ）柏 市 史 （ 沼 南 町 史  通 史  

     編 ）」） に つ いて  

 

５  そ  の  他  

 

６  閉   会  

 

配 付 資 料 １ 
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柏 市 史編 さ ん 委 員 会 委 員  

 

                令 和 元年 ７ 月 １ 日 現 在  

番  

号  

選 出  

区 分  
氏  名  職  等  

新再の別

及び回数 

１  
学 識  

経 験 者  
中 村
な か む ら

  勝
まさる

 
中 村 順二 美 術 館 長  

（ 近 世近 代 史 研 究 ）  

再 

７回 

２  〃  清 藤
せ い ど う

 一
か ず

順
の り

 
八 千 代市 立 郷 土 博 物 館 長  

（ 原 始古 代 研 究 ）  

再 

５回 

３  〃  髙 橋
た か は し

美 由 紀
み ゆ き

 
立 正 大学 教 授  

（ 近 世史 研 究 ）  

再 

５回 

４  〃  髙 林
たかばやし

 直 樹
な お き

 
元 聖 徳大 学 教 授  

（ 近 代史 研 究 ) 

再 

５回 

５  〃  上 山
う え や ま

 和 雄
か ず お

 

國學院大学名誉教授 

兼横浜都市発展記念館長 

（近代現代史研究） 

再 

４回 

６  〃  関
せ き

  惠 子
さ と こ

 
市 民 公益 活 動 団 体 構 成 員  

（ 古 文書 写 真 資 料 整 理 ）  

再 

３回 

７  〃  藤田
ふ じ た

 慶子
け い こ

 
寺院僧侶 

（史料所蔵者） 
新 

８  〃  横山
よこやま

 謙
けん

次
じ

 
元宮内庁書陵部修補師長 

（古文書修補） 
新 

 

任 期 ：令 和 元 年 ７ 月 １ 日 か ら 令 和 ３ 年 ６ 月３ ０ 日 ま で  
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職 員 名簿  

 

番  号  職  等  氏  名  

１  生 涯 学 習 部 長  小  貫  省  三  

２  文 化 課 長  吉  田    敬  

３  同 課  主 幹  黒  須  雅  子  

４  同 課  副 主 幹  小 河 原  博  志  

５  同 課  副 主 幹  大  野  和  宏  

６  同 課  主 任  高  野  博  夫  
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次 第 ４  報 告 事 項  

（ １ ）令 和 元 年 度 事 業 中 間 報 告 及 び 今 後 の事 業 計 画 に つ い て  

 

●令 和 元 年 度 事 業 中 間 報 告  

１ 市 史 刊 行 事 業  

(1 )  「 （仮 ）柏 市 史 （沼 南 町 史  通 史 編 ）」刊 行 業 務  

・ 各 時代 部 会 （ 原 始 古 代・ 中 世 ・ 近 世 ・ 近現 代 ） 及 び ， ２ 回の

（ 仮 題）「 柏 市 史 (沼 南 町 史 通 史 編 ）」 編 集会 議 に お け る 協 議・ 検

討 を 踏ま え ， 目 次 構 成 ・ 執 筆 要 項 を 決 定 ，執 筆 依 頼 。（ ８ 月）  

・ 以 降， 執 筆 者 全 ２ ７ 名に よ る 資 料 調 査 ，執 筆 作 業 を 開 始 。  

・ 今 後の ス ケ ジ ュ ー ル につ い て は 次 の 次 第， 資 料 に て 報 告 。  

 

２ 史 料 保 存 活 用 事 業  

(1 )  保 管 古 文 書 史 料 等 の寄 託 寄 贈 業 務  

 柏 市 教 育 委 員 会 が 保 有 す る 古 文 書 史 料 の史 料 寄 託 ・ 寄 贈 ・返 却 。  

・ 目 録作 成 済 み 古 文 書 類 点 数 ： １ ０ ５ ， ５５ ７ 点 （ ２ ４ ２ 件）  

                （ 令 和元 年 １ ０ 月 ３ １ 日現 在 ）  

 ・ 令和 元 年 度 寄 贈 を 受 け た 古 文 書 点 数 ：４ ３ 点 （ ２ 件 ）  

 ・      〃      写 真 等 点 数 ：  １ 点 （ １ 件 ）  

 ・   〃   寄 託 を 受け た 古 文 書 点 数 ：  ０ 点 （ ０ 件 ）  

 ・      〃      写 真 等 点 数 ：  ０ 点 （ ０ 件 ）  

 こ れら は 柏 市 の 成 り 立ち を 考 え ， 学 術 的に 検 証 し て い く 上で の

基 礎 資料 で あ る 。  

 な お， 事 務 局 で は 平 成 １ ８ 年 ２ 月 １ 日 「柏 市 教 育 委 員 会 古文 書

整 理 要領 」 を 制 定 し ， 寄 贈 ・ 寄 託 ・ 返 却 など ， 史 料 の 適 切 な管 理

作 業 にあ た っ て い る 。  

 

( 2 )  市 民 ボランティアによる写 真 整 理 （撮 影 年 ・場 所 の特 定 ，分 類 等 ） 

・ 柏 市は ， 近 代 以 降 急 激 な 変 貌 を 遂 げ 今 日に 至 っ て い る た め， そ

の 発 展 過 程 を 知 る 上 で 写真 史 料 の 利 用 は 特に 有 効 と と ら え る。  

・ 事 務局 で は 市 史 編 さ ん の 過 程 で 収 集 し た写 真 史 料 約 ５ ２ ，０ ０

０ 点 （ 市 民 提 供 写 真 約 ５， ０ ０ ０ 点 ） を 保有 。  

・ こ こ数 年 ， か つ て の 景 観 を 撮 影 し た 懐 かし い 写 真 展 開 催 の機 運

が 盛 り 上 が っ て お り ， 平成 ２ ２ 年 度 よ り ，市 民 ボ ラ ン テ ィ アを
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募 集 。 そ の 協 力 を 得 な がら ， 写 真 整 理 を 実施 。  

 ※ 処理 点 数 は ， 写 真 目 録 フ ァ イ ル の 入 力作 業 済 み 点 数 。  

 ※ 令和 元 年 度 に つ い て は ， 令 和 元 年 １ ０月 ３ １ 日 現 在 。  

 

( 3 )  写 真 デジタル化 事 業  

・ 市 史 編 さ ん の 過 程 で 収 集 した 写 真 資 料 の 中 から 目 録 を 作 成 した

計 約 ５ 万 点 の 写 真 中 ， 今 年 度 は 残 り 約 １ 万 点 の 写 真 （ プ リ ン ト

写 真 ・ 一 部 ネ ガ ） を デ ジ タ ル 化 。 現 在 対 象 写 真 の 最 終 確 認 ・ 入

札 手 続 き 準 備 中 。  

・ デ ジ タ ル 化 さ れ た 写 真 の デー タ は ， 写 真 情 報カ ー ド に 画 像 を組

み 込 ん で 写 真 整 理 の 目 的 の た め に 使 用 。 将 来 的 に デ ー タ ベ ー ス

化 し て 公 開 予 定 。  

 

( 4 )  かしわ歴 史 写 真 整 理 ・発 信 事 業  

① パ レッ ト 柏 写 真 展  

 テ ーマ 「 今 に つ づ く 柏の 道 」  

ボ ラ ン テ ィ ア ス タ ッ フ に よ る 解 説  手 前 に 古 文 書 ， 奥 の 中 央 に 村 絵 図  

 日  時 ： 令 和 元 年 ８ 月１ ５ 日 （ 木 ） ～ １８ 日 （ 日 ）  

 場  所 ： パ レ ッ ト 柏 「柏 市 民 ギ ャ ラ リ ー」  

 主  催 ： 柏 市 教 育 委 員会  

 特 別協 力 ： フ ォ ト ア ーカ イ ブ ス 柏  

 内  容 ： 市 内 主 要 幹 線 道 路 の 変 遷 と ， そ こ に 住 ま う 人 々 の 日常

実 績  実 施 回数  延 参 加人 数  処 理 点数  

令 和 元年 度   ８ 回   ９ ３人  ７ ２ ０点  

平 成 ３ ０ 年 度  １ ２ 回  １ ５ １人  ７ ７ ２点  
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を 切 り 取 っ た 写 真 の 展 示会  

     総 来 場 者 数 ： １ ， ８ ０ ２ 人 （ １日 平 均 約 ４ ５ １ 人）  

《 参 考 ： 同 施 設 年 間 来 場 者 数 １ 日 平 均 ２ ７ ５ 人 （ Ｈ ２ ９ 年 度 ）》  

 ⇒ 通 常 催 事 の 約 １ ６ ４ ％ の 来 場 者 数  

 

② 市 制施 行 ６ ５ 周 年 記 念・ 柏 の 歴 史 写 真 展  

 日  時 ：（ １ ） 令 和 元 年 １ １ 月 １ ６ 日 （土 ）  

     （ ２ ） 令 和 元年 １ １ 月 １ ８ 日 （月 ） ～ ３ ０ 日 （ 土）  

 場  所 ：（ １ ） ア ミ ュ ゼ 柏  

     （ ２ ） か し わイ ン フ ォ メ ー シ ョン セ ン タ ー  

 特 別協 力 ： フ ォ ト ア ーカ イ ブ ス 柏  

 内  容 ： 柏 の 歴 史 を 伝え る 全 ３ ５ 点 の 写真 展 。  

     （ ２ ） に つ い て は ス ペ ー ス 上 ，全 ２ ４ 点 。  

 

ア ミ ュ ゼ 柏 に て  

 

か し わ イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン  

セ ン タ ー に て  

 

③ 出 張写 真 展  

 過 去写 真 展 展 示 パ ネ ルの 再 利 用 ・ リ バ イバ ル 展 示  

 場  所 ： 沼 南 庁 舎  市民 交 流 サ ロ ン  

     柏 市 立 図 書 館 本 館 ２ 階 通 路  

 内  容 ：  

   （ １ ） 柏 の 鉄 道 ・ 今 む か し  

   （ ２ ） 柏 市 内 の 団 地  

 

( 5 )  所 蔵 史 料 の活 用    

・ 寄 贈 寄 託 さ れ た 史 料 は ， 編 年 別 ・ 項 目 別 に 分 類 整 理 し て 収 蔵 庫
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に 収 納 。  

・ 保 存 に と ど ま ら ず ， 郷 土 資 料 展 示 室 な ど で 市 民 へ の 積 極 的 な 公

開 ， 貸 し 出 し 等 を 実 施 。（ ２ ５ 件 ２ ０ ２ 点 。 令 和 元 年 １ １ 月 ３

０ 日 現 在 。）  

・ 貸 し 出 し ・ 活 用 事 例  

 － Ｔ Ｖ の 旅 行 番 組 ・ 新 聞 記 事  

 － 寺 誌 ・ 社 史 編 さ ん  

 － 千 葉 大 学 に よ る あ け ぼ の 山 公 園 歴 史 研究  

 － 麗 澤 大 学 で の 古 文 書 ・ 歴 史 人 口 に 関 連す る 展 示 展 貸 出  

 － 個 人 の 学 術 論 文   等  

 

３ 市 史 啓 発 事 業  

(1 )  古 文 書 講 読 会  

柏 市 が保 有 す る 古 文 書 を 読 み な が ら 地 元 の歴 史 を 理 解 し て いく 。  

 ① 日 時 （ 計 ６ 日 間 ） 及び 受 講 者 数  

 日 付  初 級  中 級  上 級  計  

1 回 目  9 月  3 日  36 44 25 105  

2 回 目  9 月 20 日  34 41 26 101  

3 回 目  9 月 30 日  34 39 27 100  

4 回 目  10 月 15 日  32 34 21 87 

5 回 目  11 月 14 日  28 34 21 83 

6 回 目  11 月 18 日  27 33 19 79 

計 （ 延 べ 受 講 者 数 ）  555 

 ② 会場  沼 南 庁 舎  大 会 議 室   

 ③ 講師  柏 市 史 編 さ ん 委 員 ・ 同 参 与 ・ 文化 課 職 員  

 

 ( 2 )  歴 史 散 歩 ・歴 史 講 座 等 への講 師 派 遣  

・ 生 涯学 習 の 一 環 と し て， 近 隣 セ ン タ ー ・町 会 ・ 各 市 民 団 体・ 大

学 が 要請 す る 歴 史 散 歩 ・歴 史 講 座 等 に 対 応。  

・ 年 度内 実 績 ： １ １ 回 実施 ， ４ ０ １ 人 受 講（ １ １ 月 ３ ０ 日 現在 ）  

・ 市 民へ 柏 市 の 歴 史 に 対す る 啓 発 活 動 を 実施 す る こ と で ， 市民 が

柏 市 を理 解 す る 一 助 と なっ た 。  
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●今 後 の 事 業 計 画 に つ い て  

 

１ 市 史 刊 行 事 業  

(1 )（仮 題 ）「柏 市 史 （沼 南 町 史 通 史 編 ）」刊 行 業 務  

・ 今 後の ス ケ ジ ュ ー ル につ い て は 次 の 次 第， 資 料 に て 報 告 。  

 

２ 史 料 保 存 活 用 事 業  

(1 )  保 管 古 文 書 史 料 等 の寄 贈 寄 託 業 務  

 ・ 随時 対 応 。  

( 2 )  市 民 ボランティアによる写 真 資 料 の整 理  

 ・ 年度 内 は １ 月 に あ と ２ 回 （ ２ 日 間 ） 実施 。  

( 3 )  かしわ歴 史 写 真 整 理 ・発 信 事 業  

・ 今 年度 の 主 た る 事 業 は完 了 。  

( 4 )  写 真 デジタル化 事 業  

・ 年 内に 入 札 ・ 契 約 予 定， 年 度 内 に デ ジ タル 化 業 務 を 完 了 。  

・ 資 料の デ ジ タ ル 化 の みで な く ， デ ジ タ ル化 さ れ た 資 料 を Ｗｅ ｂ

で 広 く 公 開 ・ 閲 覧 で き るデ ジ タ ル ア ー カ イブ シ ス テ ム に つ いて

も ， 研 究 ・ 検 討 中 。  

( 5 )  収 蔵 史 資 料 の活 用  

 ・ 随時 対 応 。  

( 6 )  柏 市 文 化 財 保 存 活 用 地 域 計 画 策 定 支 援  

・ 市 内 文 化 財 の 保 存 活 用 に 関 す る 基 本 方 針 や 具 体 方 策 等 を 策 定 。

国 庫 補 助 も 得 な が ら こ れを 推 進 し て い く 。  

・ 文 化 課 で は 文 化 財 担 当 が 所 管 。 市 史 編 さ ん 担 当 も 支 援 に 当 た る 。  

・ 文 化 財 と し て の 古 文 書 等 の 保 存 活 用 事 業 等 ， 計 画 で 位 置 付 け て

い く 具 体 事 業 も 今 後 検 討。  

 

３ 市 史 啓 発 事 業  

(1 )  山 崎 弁 栄 上 人 没 後 百 年 顕 彰 事 業  

 ・ 柏市 教 育 委 員 会 で は ふ る さ と の 偉 人 とし て 位 置 付 け て おり ， ２

０ ２ ０ 年 に 没 後 百 年 を 迎え る に あ た っ て 顕彰 事 業 を 行 う 。  

  1)柏 市 郷 土 資 料 展 示 室 に て 展 示 会 開 催（ ２ /２ ８ ～ ６ /２ １ ）  

  2)音 楽 事 業 「 ア コ ー デ ィ オ ン ・ ア ウ トリ ー チ コ ン サ ー ト」 と の

連 携 。  
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      当 時 と し て は 珍 し い ア コ ー デ ィ オ ン を 弾 き な が ら ， 村 々 を 巡

り ， 歌 い な が ら 人 と し て の 生 き 方 を ， 分 か り や す く 説 い た逸

話 を 踏ま え ， 音 楽 の 街 ・柏 ら し い 顕 彰 事 業と す る も の 。  

    3)鷲野 谷 地 区 に お け る 歴 史 ・ 伝 統 文 化財 説 明 板 設 置 事 業に お い

て ， 弁 栄 上 人 も 採 用 予 定 。 施 設 「 わ し の や 農 業 交 流 拠 点 」 に

て ， 年 度 内 設 置 予 定 。  

  4)柏 市 Ｈ Ｐ で の 情 報 提 供 ， 紹 介 （ 後 述の (3)と 同 じ ）  

 ( 2 )  広 報 かしわ連 載 記 事 「続 ・柏 に輝 いた人 たち」のＷｅｂ版 公 開  

・ 昨 年 度 の 広 報 か し わ で は ， さ ま ざ ま な 分 野 で 活 躍 し た 「 ふ るさ

と 柏 」 ゆ か り の 歴 史 上 の 人 物 を 紹 介 。 こ れ を 柏 市 Ｈ Ｐ に て ， 若

干 の 情 報 充 実 化 を し ， 年度 内 に 再 掲 載 予 定。（ 以 下 １ １ 名 分）  

 
姓 名  分 野  概 要  

1 牧 野
ま き の

 伸
のぶ

顕
あき

 政 治  
和 平 の 道 を 求 め ， 柏 隠 棲 後 も 戦 後 復 興 に

影 響 を 与 え た 政 治 家  

2 木 方
き ほ う

 敬 一
けいいち

 経 済  
現 代 建 築 物 に 多 大 な 影 響 を 与 え た 日 本 ベ

ニ ヤ 合 板 の パ イ オ ニ ア  

3 了
りょう

慧
え

 和 尚
おしょう

 宗 教  
飢 饉 に 苦 し む 農 民 の た め に 立 ち 上 が っ た

義 僧  

4 中 台
なかだい

 正 夫
ま さ お

 政 治  手 賀 沼 を 歩 い て 渡 る 悲 願 を 実 現 さ せ た 男  

5 鈴 木
す ず き

 吉
きち

兵 衛
べ え

 文 化  劇 場 経 営 の 黎 明 期 に 活 躍 し た 実 業 家  

6 成 島
なるしま

 憲 子
の り こ

 政 治  
布 施 か ら 誕 生 し た 千 葉 県 女 性 活 動 の リ ー

ダ ー  

7 江 口
え ぐ ち

 章 子
あ や こ

 文 化  増 尾 に 住 ん だ 奔 放 波 乱 に 満 ち た 女 流 歌 人  

8 館 山
たてやま

 一 子
か ず こ

 文 化  柏 の 台 地 に 根 ざ し た 女 流 歌 人  

9 湯 浅
ゆ あ さ

 長 左
ちょうざ

衛 門
え も ん

 宗 教  
関 東 最 古 の 教 会 堂 を 支 え ， 新 時 代 を 見 据

え た リ ー ダ ー  

10 寺 嶋
てらじま

 雄
ゆう

太 郎
た ろ う

 政 治  
柏 駅 開 業 に 活 躍 し ， 現 在 の 柏 発 展 の 礎 を

築 い た 男  

11 山 崎
やまざき

 弁
べん

栄
ねい

 宗 教  鷲 野 谷 が 生 ん だ 大 正 の 法 然  

 

                            以 上  
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柏 市 史編 さ ん の 基 本 的 な 考 え 方  － 市 史 編さ ん 基 本 方 針 －  

 

平 成 ２ ８ 年 ５ 月 ２ ３ 日 決 定  
 

１  策 定 の 趣 旨  

こ の 基 本 方 針 は ， 本 市 が 市 史 編 さ ん 事 業 を 行 う に 当 た り ， 柏 市 第 五

次 総 合 計 画 の 基 本 構 想 で 示 さ れ た 本 市 の 将 来 都 市 像 「 未 来 へ つ づ く 先

進 住 環 境 都 市 ・ 柏 ～ 笑 顔 と 元 気 が 輪 と な り 広 が る 交 流 拠 点 ～ 」 の 実 現

に 向 け ， 市 史 編 さ ん の 方 向 性 を 示 す と と も に ， 市 史 編 さ ん 事 業 の 拠 り

ど こ ろ と す る た め に 策 定 す る も の で あ る 。  

 

２  市 史 編 さ ん の 定 義  

本 基 本 方 針 に い う 「 市 史 編 さ ん 事 業 」 の 定 義 は 次 の と お り と す る 。  

 (1) 市 民 全 般 ・ 市 内 外 に 残 る ， 柏 市 の 歴 史 ・ 文 化 ・ 民 俗 ・ 自 然 等 に 関 連

す る 資 料 全 般 を 収 集 し て 系 統 的 に 解 明 ・ 調 査 研 究 を 加 え て 出 版 す る 。  

 (2) 収 集 し た 歴 史 資 料 は 本 市 及 び 市 民 の 共 有 財 産 で あ り ， 本 市 を 理 解 し

よ り よ い 「 ま ち づ く り 」 の 基 本 資 料 と し て 保 存 管 理 し ， 活 用 し て い く 。  

 

３  基 本 方 針 の 期 間  

本 基 本 方 針 の 実 施 期 間 は ， 平 成 ２ ８ 年 度 か ら 平 成 ３ ２ 年 度 ま で の ５ 年

間 と し ， 必 要 に 応 じ 事 業 内 容 の 見 直 し を 行 う 。 な お ， 計 画 の 実 施 に 当 た

っ て は ， 基 本 計 画 ・ 実 施 計 画 及 び 予 算 に 反 映 さ せ る こ と に よ り ， そ の 実

現 を 図 る も の と す る 。  

 

４  市 史 編 さ ん 事 業 の 目 的  

市 史 編 さ ん 事 業 の 目 的 は 次 の と お り と す る 。  

 (1) 近 世 ・ 近 代 に お け る 行 政 の 区 分 を 超 え ， 広 い 視 野 か ら 柏 の 歴 史 的 な

位 置 を 明 ら か に す る 。  

 (2) 市 民 が 地 域 理 解 を 通 じ て 愛 郷 心 を 高 め る 基 盤 と し ， 継 続 的 に 市 民 自

ら が 行 う ま ち づ く り に 役 立 て る 。  

 (3) 新 た に 確 認 さ れ た 歴 史 資 料 の 検 証 を 通 し て ， 柏 の 歴 史 や 伝 統 文 化 を

改 め て 見 直 す こ と に よ り ， 本 市 の 発 展 及 び 文 化 の 向 上 に 資 す る 。  

 (4) 柏 に 関 す る 古 文 書 ・ 考 古 資 料 ・ 写 真 ・ 金 石 史 料 ・ 伝 承 等 の 有 形 ・ 無

形 の 歴 史 資 料 を 整 理 ・ 保 存 ・ 管 理 し ， 後 世 に 伝 え る と と も に ， 現 在 及 び

将 来 の 活 用 を 図 る 。  

 

５  市 史 編 さ ん 事 業 の 基 本 方 針  

市 史 は ， 次 の 基 本 方 針 に 基 づ き 編 さ ん す る も の と す る 。  

 (1) 既 刊 の 『 柏 市 史 』 『 沼 南 町 史 』 を は じ め ， こ れ ま で の 市 内 外 の 諸 研

究 を 参 考 と す る と と も に ， 各 学 問 分 野 に お け る 最 新 の 成 果 を 盛 り 込 み ，

生 活 す る 市 民 の 視 点 か ら 編 さ ん す る 。  

 (2) 旧 沼 南 地 区 の 通 史 の 完 成 と ， 旧 柏 地 区 の 増 加 し た 資 料 に 基 づ く 知 見

を 含 め た 未 刊 行 分 の 編 集 作 業 を 市 史 刊 行 の 二 つ の 柱 と す る 。  

 (3) 広 く 市 民 に 親 し ま れ る よ う ， 写 真 や 図 版 を 多 く 取 り 入 れ る ほ か ， Ｄ

Ｖ Ｄ 等 の メ デ ィ ア 活 用 も 考 慮 し て ， ま ち づ く り や 生 涯 学 習 ， 学 校 教 育 等

で 活 用 さ れ る 市 史 を 編 さ ん す る 。  

 (4) 歴 史 資 料 の 検 証 に 基 づ く ， 質 の 高 い 学 術 レ ベ ル に 耐 え う る 記 載 内 容

を 保 ち な が ら ， 平 易 な 文 章 で 読 み や す い 市 史 を 編 さ ん す る 。  

 (5) 本 市 は 近 現 代 に 急 速 な 都 市 化 と と も に 大 き く 変 貌 を 遂 げ ， 開 発 に 伴

い 関 係 資 料 の 散 逸 が 危 惧 さ れ て い る 。 こ う し た 状 況 を 踏 ま え ， 行 政 資 料
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を 中 心 に 早 急 な 調 査 を 実 施 す る 。  

 (6) 編 さ ん の 過 程 で 調 査 ・ 収 集 し た 原 資 料 ， 複 写 新 聞 記 事 な ど の ２ 次 資

料 は ， 将 来 に 向 け て 収 蔵 庫 で 適 正 に 保 存 ・ 管 理 し ， 柏 市 郷 土 資 料 展 示 室

等 で 広 く 市 民 に 公 開 ・ 閲 覧 し て 活 用 に 努 め る 。  

 (7) 歴 史 資 料 は ， 市 内 外 か ら 広 く 収 集 し ， 有 形 の も の だ け で な く ， 伝 承

等 無 形 の も の に も 配 慮 し て 収 集 す る 。  

 (8) 歴 史 資 料 は 柏 市 の 発 展 過 程 を 検 証 す る 基 礎 資 料 で あ り ， 「 ま ち づ く

り 」 に も 活 用 す べ き こ と を 踏 ま え ， 将 来 に お け る 市 民 と の 情 報 共 有 に

配 慮 し た 整 理 作 業 を 行 う 。  

 (9) こ れ ま で の 合 併 の 経 過 を 踏 ま え ， 柏 の 地 域 的 ・ 歴 史 的 ・ 文 化 的 な 特

性 を 基 に し な が ら 編 さ ん す る 。  

 

６  市 民 協 働  

市 史 編 さ ん に 当 た っ て は ， 市 民 参 加 に よ る 愛 郷 心 昂 揚 の 視 点 か ら ， 次

の 方 針 に よ り 市 民 協 働 を 進 め る も の と す る 。  

 (1) 市 民 に よ る 歴 史 資 料 整 理 ボ ラ ン テ ィ ア の 活 用 を 図 る 等 ， 市 民 参 加 ・

参 画 の 機 会 の 拡 大 に 努 め る 。  

 (2) 市 民 又 は 地 域 の 方 々 ， 大 学 等 と 協 働 し ， 地 域 の 歴 史 を 掘 り 起 こ す こ

と に 努 め る 。  

 (3) 地 域 の 研 究 団 体 や 個 人 ， 学 校 等 と 連 携 し ， 市 史 編 さ ん 事 業 の 普 及 に

努 め る と と も に ， 次 世 代 に 向 け た 人 材 育 成 を 図 る 。  

 (4) 歴 史 講 演 会 ・ 市 民 講 座 ・ 歴 史 散 歩 ・ 古 文 書 講 読 会 等 の 事 業 を 通 し て ，

郷 土 理 解 ・ 地 域 の 活 性 化 に よ り ， 市 民 の 協 働 意 識 の 醸 成 を 図 る 。  
 

７  市 史 の 内 容  

今 後 刊 行 す る 市 史 は ， 通 史 １ 冊 ， 史 料 集 ３ 冊 の 全 ４ 冊 と す る 。  

 (1) 〈 通  史 〉   （ 仮 称 ） 柏 市 史 （ 沼 南 町 史 通 史 編 ）  

 (2) 〈 資 料 集 〉   ① 柏 市 史 （ 原 始 古 代 中 世  考 古 資 料 ）  

         ② 柏 市 史 （ 史 料 編  花 野 井 吉 田 家 文 書 ）  

         ③ 柏 市 史 （ 近 現 代 史 料 ）  
 

８  市 史 編 さ ん 刊 行 計 画  

 (1) 通 史 及 び 資 料 集 の 刊 行 計 画 は 別 表 の と お り と す る 。  

 (2) 刊 行 計 画 は ， 資 料 の 収 集 状 況 や 資 料 調 査 の 進 捗 状 況 ・ 財 政 状 況 等 を

勘 案 し ， お よ そ ３ 年 後 を 目 途 に 見 直 し を 行 う こ と と す る 。  
 

９  頒 布 方 法  

市 史 の 頒 布 に 当 た っ て は ， 市 民 が 購 入 し や す い 価 格 設 定 ， 方 法 と な る

よ う 努 め る も の と す る 。  
 

１ ０  付 帯 事 業  

 (1) 市 史 編 さ ん 事 業 の 付 帯 事 業 と し て ， 市 史 編 さ ん 事 業 の 市 民 へ の 普 及

を 図 る た め の 啓 発 書 『 歴 史 ガ イ ド か し わ 』 （ 平 成 １ ９ 年 ３ 月 初 版 刊 行 ，

四 六 版 ２ ４ ８ ペ ー ジ ， ３ ， ０ ０ ０ 部 ） ， 学 術 研 究 に 資 す る 『 市 史 研 究 』

及 び 本 市 の 近 現 代 の 発 展 を 記 録 し た 『 写 真 集 』 を 刊 行 す る 。  

 (2) 市 史 の 市 民 へ の 普 及 を 図 る た め ， 歴 史 年 表 等 の 刊 行 に つ い て 検 討 す

る 。  
 

１ １  そ の 他  

市 史 編 さ ん 事 業 を 進 め る に 当 た っ て は ， こ の 「 基 本 的 な 考 え 方 」 の 趣

旨 を 広 く 市 民 に 伝 え る よ う 努 め る も の と す る 。  

柏 市 史 編 さ ん 委 員 会  
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○ 柏 市 史 編 さ ん 委 員 会 設 置 条 例   

昭 和 4 2 年 1 0 月 2 日  

条 例 第 3 5 号  

( 設 置 の 目 的 )  

第 1 条  本 市 の 歴 史 的 発 展 過 程 を 系 統 的 に 解 明 し ， も つ て 市 勢 発 展

と 市 民 の 愛 郷 心 の 昂 揚 を は か る た め ， 市 史 の 編 さ ん を 企 図 し ， 柏 市

史 編 さ ん 委 員 会 ( 以 下 「 委 員 会 」 と い う 。 ) を 設 置 す る 。  

( 委 員 会 の 任 務 )  

第 2 条  委 員 会 は ， 市 史 の 編 さ ん に 関 す る 基 本 方 針 を 定 め ， 必 要 な

資 料 の 収 集 と 研 究 を 行 な い 編 さ ん 業 務 に あ た る 。  

( 組 織 )  

第 3 条  委 員 会 は ， 委 員 1 0 人 以 内 で 構 成 し ， 学 識 経 験 者 の う ち か

ら 市 長 が 委 嘱 す る 。  

2  委 員 会 に ， 委 員 長 及 び 副 委 員 長 を 置 き ， 委 員 の 互 選 に よ っ て 定 め

る 。  

3  委 員 長 は ， 委 員 会 を 代 表 し ， 編 さ ん 業 務 を 統 理 す る 。  

4  副 委 員 長 は ， 委 員 長 を 補 佐 し ， 委 員 長 に 事 故 あ る と き は ， こ れ を

代 理 す る 。  

( 平 1 7 条 例 4 0 ・ 一 部 改 正 )  

( 会 議 )  

第 4 条  委 員 会 の 会 議 は ， 必 要 に 応 じ て 委 員 長 が 招 集 し ， そ の 議 長

と な る 。  

( 平 1 7 条 例 4 0 ・ 全 改 )  

( 任 期 )  

第 5 条  委 員 の 任 期 は ， 2 年 と す る 。 た だ し ， 補 欠 の 委 員 の 任 期 は ，

前 任 者 の 残 任 期 間 と す る 。  

( 平 1 7 条 例 4 0 ・ 一 部 改 正 )  

( 参 与 )  

第 6 条  市 史 編 さ ん 上 必 要 と 認 め る と き は ， 専 門 的 意 見 を 徴 し ， 又

は 執 筆 を 求 め る た め に 参 与 を 置 く こ と が で き る 。  

2  参 与 は ， 学 識 経 験 者 の う ち か ら ， 市 長 が 委 嘱 す る 。  

3  参 与 の 任 期 は ， 2 年 と す る 。 た だ し ， 補 欠 の 参 与 の 任 期 は ， 前 任

者 の 残 任 期 間 と す る 。  

( 平 1 7 条 例 4 0 ・ 一 部 改 正 )  

( 庶 務 )  

第 7 条  委 員 会 の 庶 務 は ， 市 長 の 定 め る 機 関 に 職 員 を お き ， こ れ を

処 理 す る 。  

( 委 任 )  

第 8 条  こ の 条 例 に 定 め る も の の ほ か ， 委 員 会 に 関 し 必 要 な 事 項 は

市 長 が 別 に 定 め る 。  

附  則  

こ の 条 例 は ， 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  

附  則 ( 平 成 1 7 年 条 例 第 4 0 号 )  

こ の 条 例 は ， 平 成 1 7 年 4 月 1 日 か ら 施 行 す る 。  
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